
審決

無効２０１６－８０００８５

大阪府大阪市中央区北久宝寺町３－６－１２和田ビル２階
請求人 ベノア・ジャパン 株式会社

大阪府大阪市東淀川区西淡路１－３－２６ 弥生新大阪第１ビル７０６号
代理人弁理士 ▲高▼山 嘉成

大阪府大阪市北区西天満４－１１－２２ 阪神神明ビル２階 スター綜合法律事
務所
代理人弁護士 冨宅 恵

愛知県名古屋市中村区本陣通二丁目３２番
被請求人 株式会社 ＭＴＧ

岐阜県岐阜市大宮町二丁目１２番地１
代理人弁理士 小林 徳夫

　上記当事者間の特許第５２３０８６４号発明「美肌ローラ」の特許無効審
判事件について、次のとおり審決する。

結　論
　本件審判の請求は、成り立たない。
　審判費用は、請求人の負担とする。

理　由
第１　手続の経緯
　本件特許第５２３０８６４号（以下、「本件特許」という。）についての
出願は、平成１９年１２月１４日に出願した特願２００７－３２４０７７号
であって、平成２５年３月２９日にその請求項１ないし７に係る発明につい
て特許の設定登録がなされた。
　本件無効審判は、平成２８年７月２１日付けで、無効審判請求人　ベノ
ア・ジャパン株式会社（以下、「請求人」という。）により、「特許第
５２３０８６４号発明の特許請求の範囲の請求項１ないし７に記載された発
明についての特許を無効とする。審判費用は被請求人の負担とする、との審
決を求める。」として請求がなされたものであって、本件審判の手続の概要
は以下のとおりである。

　平成２８年　７月２１日　審判請求書
　平成２８年１１月２２日　審判事件答弁書
　平成２８年１２月１５日　審理事項通知書
　平成２９年　１月２７日　口頭審理陳述要領書、及び上申書（請求人より
提出）
　平成２９年　１月３０日　口頭審理陳述要領書（被請求人より提出）
　平成２９年　２月　２日　口頭審理陳述要領書（２）（請求人より提出）
　平成２９年　２月　２日　審理事項通知書
　平成２９年　２月１３日　口頭審理陳述要領書（３）（請求人より提出）
　平成２９年　２月１３日　口頭審理陳述要領書（２）（被請求人より提
出）
　平成２９年　２月１３日　口頭審理
　平成２９年　２月１５日　上申書（２）、及び証拠説明書（３）（請求人
より提出）



　平成２９年　２月２０日　証拠説明書（被請求人より提出）
　平成２９年　３月　３日　上申書（３）（請求人より提出）

第２　請求人の主張
　請求人は「特許第５２３０８６４号発明の特許請求の範囲の請求項１ない
し７に記載された発明についての特許を無効とする。審判費用は被請求人の
負担とする、との審決を求める。」を請求の趣旨とし、証拠方法として甲第
１号証ないし甲第１５号証を提出し、次の無効理由を主張する。

１　無効理由１
　本件特許の請求項１ないし５に係る発明は、甲第１号証に記載された発
明、甲第２ないし４号証に記載された周知技術、及び甲第５号証、甲第６号
証、甲第７号証の１、又は甲第８号証の１に記載された発明のいずれかの発
明に基づいて、出願前に当業者が容易に発明することができたものであるか
ら、特許法第２９条第２項の規定により特許を受けることができないもので
ある。

２　無効理由２
　本件特許の請求項６及び７に係る発明は、甲第１号証に記載された発明、
甲第２ないし４号証に記載された周知技術、甲第５号証、甲第６号証、甲第
７号証の１、又は甲第８号証の１に記載された発明のいずれかの発明、及び
甲第９号証に記載された発明に基づいて、出願前に当業者が容易に発明する
ことができたものであるから、特許法第２９条第２項の規定により特許を受
けることができないものである。

３　証拠方法
甲第１号証：特開２００５－６６３０４号公報
甲第２号証：特開２００２－６５８６７号公報
甲第３号証：特開昭６０－２２０７号公報
甲第４号証：特開昭６１－７３６４９号公報
甲第５号証：特開平４－２３１９５７号公報
甲第６号証：特開２００４－３２１８１４号公報
甲第７号証の１：韓国意匠登録第３０－０３９９６９３号公報
甲第７号証の２：韓国意匠登録第３０－０３９９６９３号公報の翻訳文
甲第８号証の１：台湾実用新案公報Ｍ２５８７３０号公報
甲第８号証の２：台湾実用新案公報Ｍ２５８７３０号公報の翻訳文
甲第９号証：登録実用新案第３１０９８９６号公報
甲第１０号証の１：韓国意匠審査基準（一部抜粋）のＰＤＦデータを印刷し
たもの
甲第１０号証の２：韓国意匠審査基準（一部抜粋）のＰＤＦデータを印刷し
たものの翻訳文
甲第１１号証：広辞苑第４版１８００頁「投影」の項
甲第１２号証：広辞苑第４版２１７８頁「美肌」の項
甲第１３号証の１：米国再発行特許発明第１９６９６号明細書
甲第１３号証の２：米国再発行特許発明第１９６９６号明細書の翻訳文
甲第１４号証の１：米国特許第２０１１４７１号明細書
甲第１４号証の２：米国特許第２０１１４７１号明細書の翻訳文
甲第１５号証の１：仏国特許出願公開第２８９１１３７号明細書
甲第１５号証の
２：Ｅｓｐａｃｅｎｅｔ（https://worldwide.espacenet.com/）で英語表示
した仏国特許出願公開第２８９１１３７号明細書の書誌事項ページを
２０１７年２月１０日に表示し印刷したもの
甲第１５号証の３：仏国特許出願公開第２８９１１３７号明細書の翻訳文

第３　被請求人の主張
　被請求人は「本件審判の請求は成り立たない、審判費用は請求人の負担と
する、との審決を求める。」を答弁の趣旨とし、次のとおり主張する。

１　本件特許の請求項１に係る発明について



　本件特許の請求項１に係る発明は、甲第１号証に記載された発明、甲第２
号証ないし甲第４号証に記載された周知技術、甲第５ないし８号証に記載さ
れた発明に基づいて当業者が容易に発明をすることができたものではなく、
特許法第２９条第２項違反となる無効理由はない。

２　本件特許の請求項２に係る発明について
　本件特許の請求項２に係る発明は、甲第１号証に記載された発明、甲第２
号証ないし甲第４号証に記載された周知技術、甲第５ないし８号証に記載さ
れた発明に基づいて、当業者が容易に発明をすることができたものではな
く、特許法第２９条第２項違反となる無効理由はない。

３　本件特許の請求項３ないし７に係る発明ついて
　本件特許の請求項３ないし７に係る発明は、甲第１号証に記載された発
明、甲第２号証ないし甲第４号証に記載された周知技術、甲第５ないし８号
証、甲第９号証に記載された発明に基づいて、当業者が容易に発明をするこ
とができたものではなく、特許法第２９条第２項違反となる無効理由はな
い。

４　証拠方法
乙第１号証：審判請求書（特許第５７０２０１９号）抄
乙第２号証：株式会社ファイブスターのホームページを印刷したもの
乙第３号証：特開２００９－１４２５０９号公報
乙第４号証：アマゾンの毛穴シェイプローラーのホームページ
（https://www.amazon.co.jp/グリム-12316-毛穴シェイプロ－ラ－/dp
/B0015R1LEQ）を２０１７年２月９日に表示し印刷したもの
乙第５号証：ゲルマニウム専門店ＧＥ３２の毛穴シェイプローラーのホーム
ページ（http://www.airm7.com/germa/keana.html）を２０１７年２月１０
日に表示し印刷したもの

第４　当審の判断
１　本件発明について
（１）本件特許請求の範囲及び明細書の記載事項
　本件の特許請求の範囲及び明細書には、以下の記載がある。

ア「【特許請求の範囲】
【請求項１】
柄と、
前記柄の一端に導体によって形成された一対のローラと、
生成された電力が前記ローラに通電される太陽電池と、を備え、
前記ローラの回転軸が、前記柄の長軸方向の中心線とそれぞれ鋭角に設けら
れ、
前記一対のローラの回転軸のなす角が鈍角に設けられた、
美肌ローラ。
【請求項２】
導体によって形成された一対のローラと、
前記一対のローラを支持する把持部と、
生成された電力が前記ローラに通電される太陽電池と、を備え、
前記ローラの回転軸が、前記把持部の中心線とそれぞれ鋭角に設けられ、
前記一対のローラの回転軸のなす角が鈍角に設けられた、
美肌ローラ。
【請求項３】
前記ローラが金属によって形成されていることを特徴とする、請求項１又は
２に記載の美肌ローラ。
【請求項４】
前記ローラが金属の酸化物によって形成されていることを特徴とする、請求
項１乃至３のいずれか１項に記載の美肌ローラ。
【請求項５】
前記金属が、
プラチナ、チタン、ゲルマニウム、ステンレス



から１種類以上選ばれることを特徴とする、請求項３又は請求項４に記載の
美肌ローラ。
【請求項６】
前記ローラが光触媒を含むことを特徴とする、請求項１乃至５のいずれか１
項に記載の美肌ローラ。
【請求項７】
前記光触媒が酸化チタンであることを特徴とする、請求項６に記載の美肌
ローラ。」

イ「【技術分野】
【０００１】
　本発明は、肌に押し付けてころがすことにより毛穴の中の汚れを押し出す
美肌ローラに関する。」

ウ「【背景技術】
【０００２】
・・・洗顔料や洗浄剤だけでは、毛穴の奥にたまった汚れまでは取り出すこ
とはできないという問題点があった。・・・
【０００４】
・・・効率よく毛穴の汚れを取り除けないという問題点があった。」

エ「【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記のような問題点に鑑みてなされたものであり、効率よく毛穴
の汚れを除去できる美肌ローラを提供することを目的とする。」

オ「【発明の効果】
【０００８】
　本発明の美肌ローラによれば、毛穴の汚れを効率的に除去できるという効
果がある。」

カ「【００１５】
・・・本実施形態の美肌ローラを肌に押し付け、図３に示す矢印Ａの方向に
押す。このとき肌は両脇に引っ張られ、毛穴が開く。これにより、毛穴の奥
の汚れが毛穴の開口部に向けて移動する。
【００１６】
　さらに、本実施形態の美肌ローラを肌に押し付けたまま矢印Ｂの方向に引
く。このとき、肌は一対のローラの間に挟み込まれ、毛穴は収縮する。これ
により、毛穴の中の汚れが押し出される。
【００１７】
　この押し引きを繰り返すことにより、毛穴の奥の汚れまで効率的に除去す
ることが可能となる。
【００１８】
　また、太陽電池３０により生成した電流をローラ２０に通電することによ
り、ローラ２０が帯電し、毛穴の汚れを引き出し、さらに美肌効果をもたら
す。・・・」

（２）本件特許発明について
ア　上記（１）のイ～エの記載によれば、本件発明は、「毛穴の奥にたまっ
た汚れまでは取り出すことはできないという問題点を解決すべく、効率よく
毛穴の汚れを除去できる美肌ローラの提供」を課題としており、上記（１）
のカの記載を参酌すれば、本件発明の「美肌ローラ」は、「肌に押し付け」
一方向に「押す」と「肌は両脇に引っ張られ、毛穴が開」き、「毛穴の奥の
汚れが毛穴の開口部に向けて移動」し、他方向に「引く」と「肌は一対の
ローラの間に挟み込まれ、毛穴は収縮」し、「毛穴の中の汚れが押し出され
る」ものであり、さらに「太陽電池３０により生成した電流をローラ２０に
通電することにより、ローラ２０が帯電し、毛穴の汚れを引き出し、さらに
美肌効果をもたらす」ものといえる。つまり、本件発明は、押し引きを繰り
返すことで、毛穴の奥の汚れまで効率的に除去することが可能な「一対の



ローラ」という構成と、ローラを帯電させる「太陽電池」という構成が相
俟って、「毛穴の汚れを効率的に除去する」という相乗効果を奏するもので
あると認められる。

イ　そして、本件特許の請求項１ないし７に係る発明（以下、「本件特許発
明１ないし７」という。また、これらをまとめて「本件特許発明」とい
う。）は、上記特許請求の範囲の請求項１ないし７に記載された事項により
特定されるとおりのものであると認められる。

ウ　請求人は、「すなわち，微弱電流の通電によって，皮膚の汚れが引き出
されるとの作用は，一対のローラによる肌の摘まみ上げとは関係なく，それ
自体で，独立して生じる作用であり，本件特許の明細書においても，そのよ
うに記載されている。」（口頭審理陳述要領書１５頁１３行～１５行）と主
張しているが、上記アのとおり、本件発明の「毛穴の汚れを効率的に除去す
る」という効果は、上記「一対のローラ」という構成と上記「太陽電池」と
いう構成とが奏する相乗効果によって得られるものであり、請求人の主張す
るような「それぞれ独立して生じる作用」から得られるものとはいえず、当
該請求人の主張は採用できない。

２　無効理由１について
（１）　刊行物の記載事項
（１－１）甲第１号証
　甲第１号証には、「マッサージ器」に関して、図面とともに、以下の事項
が記載されている。なお、下線部は当審にて付与した。
ア　「【技術分野】【０００１】本発明は、皮膚の活性化を図るマッサージ
器に関する。
【０００２】女性にとって皮膚を美しくし、その美しい皮膚を長く保つこと
は古来からの願望であり、そのために多くの化粧品やマッサージ器等が発明
されている。・・・」

イ　「【００１４】かかるマッサージ器であると、直流電源の一方の端子
（陽極）をローラに接続し、直流電源の他方の端子（陰極）を把持部の外周
面に接続した場合には、皮膚の老廃物を浮きださせる効果があり、直流電源
の端子の接続を切り替え、直流電源の他方の端子（陰極）ローラにを接続
し、直流電源の一方の端子（陽極）を把持部に接続した場合には、皮膚にゲ
ルマニウムを浸透させて皮膚の血流を良くするという効果がある。
【００１５】また、前記ローラ支持部は二股になっており、２つのローラが
離れて支持されていると、皮膚に与える機械的な刺激が大きくなるというメ
リットがある。」

ウ　「【００２２】以下、本発明の実施の形態に係るマッサージ器について
説明する。
【実施例１】【００２３】まず、本発明の第１の実施の形態に係るマッサー
ジ器について図面を参照しながら説明する。図１は本発明の第１の実施の形
態に係るマッサージ器の概略的断面図・・・である。
【００２４】図１に示すマッサージ器は、外周面に金薄膜１２０が、さらに
その上にゲルマニウム薄膜１３０がそれぞれ被着された略円柱状の永久磁石
１１０であるローラ１００と、先端部にローラ１００が回転自在に取り付け
られると共に当該ローラ１００と電気的に接続された導電性を有するローラ
支持部２００と、このローラ支持部２００の基端部を保持する一方、当該
ローラ支持部２００と電気的に絶縁された把持部３００と、この把持部
３００の内部に収納される直流電源４００とを備えている。以下、各部を詳
しく説明する。
【００２５】前記ローラ１００は、図２に示すように、中央に貫通孔１１１
が開設された永久磁石１１０と、この永久磁石１１０の外面に被着された金
薄膜１２０と、この金薄膜１２０の上で、かつ永久磁石１１０の外周面に相
当する部分に被着されたゲルマニウム薄膜１３０とを有している。前記永久
磁石には、例えばフェライト磁石が使用される。
【００２６】また、前記ローラ支持部２００は、略Ｔ字形状に形成されてお
り、その横軸部２１０（即ち、先端部）の２つの先端にそれぞれ前記ローラ
１００を回転可能に支持するようになっている。また、このローラ支持部



２００の縦軸部２２０（即ち、基端部）の下端は後述する直流電源４００と
しての乾電池の一方の端子４１０（ここでは、陽極）又は他方の端子
４２０（ここでは、陰極）の何れか一方の端子が接触するようになってい
る。なお、このローラ支持部２００は、導電性を有する金属から構成されて
いる。
【００２７】さらに、前記把持部３００は、このマッサージ器を使用する際
に手で把持する部分であって、内部に直流電源４００である乾電池を収納可
能なように円筒形状になった把持部本体３１０と、この把持部本体３１０の
下端縁部に取り付けられる蓋体３２０とを有している。・・・
【００２９】かかる把持部３００を構成する把持部本体３１０と蓋体３２０
とは、導電性を有する金属から構成されている。・・・
【００３１】把持部３００とローラ支持部２００とは、前記キャップ３３０
を介して構造的に連結してはいるが、キャップ３３０が絶縁性を有する素材
から構成されているために、電気的には絶縁されていることになる。」

エ　「【００３２】次に、このように構成されたマッサージ器の使用方法に
ついて説明する。まず、皮膚から老廃物を浮きださせる場合の使用方法につ
いて説明する。この場合には、図１に示すように、ローラ１００を直流電源
４００の一方の端子４１０に接続し、把持部３００を直流電源４００の他方
の端子４２０に接続する。すなわち、直流電源４００である乾電池の一方の
端子４１０をローラ支持部２００の縦軸部２２０の下端に接触させ、直流電
源４００である乾電池の他方の端子４２０を蓋体３２０の突起３２２に接触
させるのである。この状態で、把持部３００を把持し、ローラ１００を皮膚
に接触させると、ローラ１００が接触している皮膚に含まれている老廃物、
例えば油分等が皮膚から浮き上がる。
【００３３】すなわち、直流電源４００からの数μＡ程度の微弱な電流が、
直流電源４００→ローラ支持部２００→ローラ１００→人間の身体→把持部
本体３１０→蓋体３２０→直流電源４００のように流れる。この場合、ロー
ラ１００は正に帯電し、把持部３００は負に帯電しているので、皮膚は正に
帯電する。このため、皮膚に含まれる負に帯電した油分が皮膚から浮き上が
るのである。
【００３４】また、ゲルマニウムを肌に浸透させ、血流を良くする場合に
は、図３に示すように、乾電池である直流電源４００を入れ換え、ローラ
１００を直流電源４００の他方の端子４２０に接続し、把持部３００を直流
電源４００の一方の端子４１０に接続する。すなわち、直流電源４００であ
る乾電池の他方の端子４２０をローラ支持部２００の縦軸部２２０の下端に
接触させ、直流電源４００である乾電池の一方の端子４１０を蓋体３２０の
突起３２２に接触させるのである。この状態で、把持部３００を把持し、
ローラ１００を皮膚に接触させると、ローラ１００が接触している皮膚にゲ
ルマニウムが浸透し、皮膚の血流が良くなる。
【００３５】すなわち、直流電源４００からの数μＡ程度の微弱な電流が、
直流電源４００→蓋体３２０→把持部本体３１０→人間の身体→ローラ
１００→ローラ支持部２００→直流電源４００のように流れる。この場合、
ローラ１００は負に帯電し、把持部３００は正に帯電しているので、皮膚は
負に帯電する。このため、ローラ１００のゲルマニウム薄膜１３０中のゲル

マニウム原子ＧｅがゲルマニウムイオンＧｅ４＋となってローラ１００か
ら皮膚へ浸透するのである。
【００３６】なお、ローラ１００は２つあるので、ローラが１つのタイプの
ものより皮膚に与える機械的刺激が多くなるというメリットがある。
【００３７】このようなマッサージ器は、把手部３００直流電源４００の一
方の端子４１０を把持部３００の外周面に、他方の端子４２０をローラ支持
部２００に、又は他方の端子４２０を把持部３００の外周面に、一方の端子
４１０をローラ支持部２００に電気的に接続するように切り替えるための切
替スイッチを設け、直流電源４００の端子の切り替えを簡単にすることがで
きる。」



オ　図１から「把持部３００の上端縁部に設けたキャップ３３０を介して、
Ｔ字形状のローラ支持部２００の縦軸部２２０が把持部３００にその長軸方
向の中心線に合致するように接続されていること。」が看取できる。

カ　また、図１から「一対のローラ１００，１００がＴ字形状のローラ支持
部２００の横軸部２１０の２つの先端に設けられていること。また、一対の
ローラ１００，１００は、ローラ支持部２００の縦軸部２２０の縦軸方向の
中心線と平行に、且つ等距離に配されていること。」が看取できる。

キ　さらに、図１から「把持部３００の内部に乾電池４００を備え、乾電池
の陽極４１０がローラ支持部２００と接触し、乾電池の陰極が把持部の下端
縁部に取り付けられた蓋体３２０の突起３２２と接触していること。」が看
取できる。

ク　上記摘記事項アの「マッサージ器」は、上記摘記事項ウの「図１に示す
マッサージ器は、外周面に金薄膜１２０が、さらにその上にゲルマニウム薄
膜１３０がそれぞれ被着された略円柱状の永久磁石１１０であるローラ
１００と、先端部にローラ１００が回転自在に取り付けられると共に当該
ローラ１００と電気的に接続された導電性を有するローラ支持部２００と、
このローラ支持部２００の基端部を保持する一方、当該ローラ支持部２００
と電気的に絶縁された把持部３００と、この把持部３００の内部に収納され
る直流電源４００とを備えている。」との記載、及び上記図１の看取事項
オ～キの内容に照らせば、「把持部３００」、「一対のローラ
１００，１００」、「乾電池４００」を備え、当該「一対のローラ
１００，１００」は、「把持部３００」の一端に設けられたローラ支持部



２００の「横軸部２１０」に回転自在に取り付けられているものと認められ
る。

ケ　また、上記「一対のローラ１００，１００」は、上記摘記事項ウの「前
記ローラ１００は、・・・中央に貫通孔１１１が開設された永久磁石１１０
と、この永久磁石１１０の外面に被着された金薄膜１２０と、この金薄膜
１２０の上で、かつ永久磁石１１０の外周面に相当する部分に被着されたゲ
ルマニウム薄膜１３０とを有している。」との記載を考慮すれば、導体に
よって形成されたものと認められ、上記認定事項クに基づき、「把持部
３００の一端に導体によって形成された一対のローラ１００，１００」であ
ると認められる。

コ　上記摘記事項エの「直流電源４００からの数μＡ程度の微弱な電流が、
直流電源４００→ローラ支持部２００→ローラ１００・・・のように流れ
る。」との記載、及び上記認定事項クに基づき、上記「乾電池４００」が電
力を生成し、その電力が上記「一対のローラ１００，１００」に通電されて
いるものと認められる。

サ　上記摘記事項ウの「前記ローラ支持部２００は、略Ｔ字形状に形成され
ており、その横軸部２１０（即ち、先端部）の２つの先端にそれぞれ前記
ローラ１００を回転可能に支持するようになっている。」との記載、及び上
記図１の看取事項オ～キの内容に照らし、「ローラ１００，１００の回転軸
である横軸部２１０が、把持部３００の中心線とそれぞれ直角に設けられ、
一対のローラ１００，１００の回転軸である横軸部２１０のなす角が１８０
度である」と認められる。

　以上から、甲第１号証には、次の発明が記載されている（以下、「甲
１－１発明」という。）。
「把持部３００と、
把持部３００の一端に導体によって形成された一対のローラ１００，１００
と、
生成された電力がローラ１００，１００に通電される乾電池４００と、を備
え、
ローラ１００，１００の回転軸である横軸部２１０が、把持部３００の中心
線とそれぞれ直角に設けられ、
一対のローラ１００，１００の回転軸である横軸部２１０のなす角が１８０
度である、
マッサージ器。」

　また、把持部３００の一端に一対のローラ１００，１００が形成されてい
るので、把持部３００は一対のローラ１００，１００を支持しているといえ
る。そうすると、甲第１号証には、次の発明が記載されている（以下、「甲
１－２発明」という。）。
「導体によって形成された一対のローラ１００，１００と、
一対のローラ１００，１００を支持する把持部３００と、
生成された電力がローラ１００，１００に通電される乾電池４００と、を備
え、
ローラ１００，１００の回転軸である横軸部２１０が、把持部３００の中心
線とそれぞれ直角に設けられ、
一対のローラ１００，１００の回転軸である横軸部２１０のなす角が１８０
度である、
マッサージ器。」

（１－２）甲第２号証
　甲第２号証には、以下の事項が記載されている。
「【００１８】本発明では生体に印加する電気エネルギー源として、特に交
流を必要としないために、一般的な一次、二次、太陽電池などが使用できる
ものである。・・・
【００３０】電池４としては、好ましくはボタン状のものを用いる。この形
状の電池４は小型化、薄型化を図るのに適している。電池４としては、一次



電池、二次電池または太陽電池等を用いることができる。・・・
【００３８】本発明では生体に印加する電気エネルギー源として、一次電
池、二次電池、太陽電池の電池４を使用するから、構造がシンブルで、形態
が極めてコンパクトになり、常時身につけても特に負担とならず、邪魔にな
らない健康器具が得られる。・・・
【００６３】本発明の具体的な用法としては、その他の物品と組み合わせて
使用することを制限するものではない。その一例を記載すると、・・・マッ
サージ器・・・」（以下「甲２事項」という。）

（１－３）甲第３号証
　甲第３号証には、以下の事項が記載されている（１頁右欄６行～８行を参
照）。
「・・・歯ブラシの柄の部分に乾電池や太陽電池等を内蔵し、その各々の極
から電気を導電性の導体で引き出して・・・」（以下「甲３事項」とい
う。）

（１－４）甲第４号証
　甲第４号証には、以下の事項が記載されている（１頁左欄４行～１７行を
参照）。
「２．特許請求の範囲
　把握柄部の外周面に正電極を周設し、該把握柄部に連接する刷毛柄部の刷
毛植設部に負電極を配設して、正電極と負電極の接続導線を把握柄部及び刷
毛柄部に埋設した電子歯刷子において、刷毛柄部（２）の基部周面囲繞状
に、１又は２以上の太陽電池（７）を受光面を外向させて配設すると共に、
把握柄部（１）に化学電池（８）を内装して、該太陽電池（７）による起電
力の減少時に補助電源たる化学電池（８）に切り換えるスイッチング回路
（９）を、把握柄部（１）周設の正電極（４）と刷毛植設部（２ａ）配設の
負電極（５）とを結線する接続導線（６）中に介在せしめたことを特徴とす
る、電子歯刷子。」（以下「甲４事項」という。）

（１－５）甲第５号証
　甲第５号証には以下の事項が記載されている（段落【０００３】、
【０００５】、【０００８】、【００２８】、【００３１】、
【００４３】～【００５０】、図３～図６を参照）。
「マッサージ装置は、皮膚の向上した弾力性とマッサージ処理後皮膚表面に
存在する水分及び脂肪分の著しい減少とが得られるように、各ローラの軸線
の方向間の斜角βを６０°ないし１７０°、特に１１５°ないし１２５°と
し、前記各ローラを、ショアＡ硬さ２５ないし９０のたわみ性材料、特にエ
ラストマー又は熱可塑性エラストマーで作り、前記各ローラに、隆起した部
分を設け、この隆起した部分に、皮膚に当てるのに適する接触端部を設け、
これ等の接触端部を、前記ローラの軸線方向に又その周辺方向に互いに間隔
を置いて配置し、ひだよせ／横揺れの作用のほかに皮膚に振動性の作用を及
ぼし又は他方向では皮膚に弛緩作用を加えるものであることを特徴とする。
具体的には、マッサージ装置を、皮膚が各ローラの大きい開口により定まる
区域から各ローラの小さい開口により定まる出口区域に向かう方向に動かす
と、各ローラは皮膚を押圧しわずかに皮膚内に入込み、皮膚上をこすりなが
ら転動し滑動し、皮膚のひだよせ作用を生じ、一方、当該マッサージ装置を
他方向に動かすときは、皮膚は同様なマッサージ作用を受けず、そのように
装置の移動に伴う各ローラの転動作用により、皮膚は伸張し又は弛緩し、横
揺れを生じ、皮膚から徐々に水分を放出するものである。」（以下「甲５事
項」という。）

（１－６）甲第６号証
　甲第６号証には以下の事項が記載されている（段落【０００４】～
【０００６】、【０００８】、【００１２】、【００１３】、
【００１７】、【００１９】、【００２０】、図１～４を参照）。
「ユニットであって、皮膚のマッサージと製品塗布、両方の働きをするよう
に、製品を保持可能な、縦方向の軸Ｘを持つボトル（１０）を備え、当該ボ
トルは、キャップ（２０）によって開閉可能な製品分配孔（１７）を第一端
に備え、硬度が１５ショアＡないし９０ショアＤの柔軟な材料、特にエラス
トマー又は熱可塑性エラストマーから作られる少なくとも２つのローラ



（４１，４２）を、自由に回転できるように当該第一端の反対側の第二端に
備え、当該ローラ（４１，４２）は、回転軸（Ａ１，Ａ２）の周りを回転

可能であり、２つの回転軸（Ａ１，Ａ２）の方向が、第一断面Ｐ１上で

８０度から１４０度、好ましくは１００度から１２０度の角度αをなすよう
配置され、当該ユニットを、皮膚がローラ間の大きい開きＯＳによって画

定される領域からローラ間の小さい開きＯＥによって画定される領域に向

かう方向に動かすと、この摩擦しながら摺動する動作によって皮膚は押し曲
げられ、一方、当該ユニットを、他方向に動かすと、皮膚はわずかな伸縮又
は弛緩しか受けないので同様のマッサージ動作を受けず、皮膚をマッサージ
した後、当該ユニットをひっくり返して当該キャップを開け、当該ボトルに
収容されている製品をマッサージされたばかりの身体部分に塗布することを
特徴とする。」（以下「甲６事項」という。）

（１－７）甲第７号証の１
　甲第７号証の１には図面とともに以下の事項が記載されている（なお、甲
第７号証の２として提出された翻訳文を参照した。）。
「意匠の対象となる物品」欄に「マッサージ器」と記載され、「意匠の説
明」欄に「１．材質は合成樹脂材である。」と記載され、「意匠の創作内容
の要点」欄に「本願マッサージ器は、人体の部位を引っ張り、押して筋肉を
ほぐすマッサージ器であって、安定感と立体感を強調し、新しい美感を生じ
させるようにしたことを創作内容の要点とする。」と記載されている。ま
た、正面図及び背面図の記載から、「柄からＹ字状に伸びる２つの腕の先端
に一対の球状物が配される」ことが窺える。（以下「甲７事項」という。）

（１－８）甲第８号証の１
　甲第８号証の１には図面とともに以下の事項が記載されている（なお、甲
第８号証の２として提出された翻訳文を参照した。）。
「請求項７」に「当該マッサージ球は、軽量化及びグリップ軸ロッドの操作
コントロール性を高めるために、弾性材質を有するマッサージ球体が中空状
を呈するとともに、表端面に複数の径方向軸板を有し、かつ、軸板間に複数
の粒状凸起を設けることにより、転動マッサージ回数を増加させるととも
に、軸ロッドがＹ字状を呈するように設置し、かつ、各球体が内向き偏心揺
動角度を呈するようにして、２つのマッサージ球体をそれぞれ内向きの挟持
角度を呈するようにグリップ軸ロッド上に設けることにより、マッサージ箇
所における偏角挟持効果を増進させる、請求項１または４に記載のマッサー
ジ球及びマッサージ器の新規構造。」と記載されている。（以下「甲８事
項」という。）

（１－９）甲第９号証
　甲第９号証には、以下の事項が記載されている。
「【０００８】・・・ローラ本体の表面を被覆しているチタニア被膜による
光触媒作用によって顔面やその他の皮膚面の有機物による汚れや細菌が分解
除去され、皮膚の老化が抑制されて皮膚の活性化ひいては皺の発生や弛みが
抑制されて皮膚の引締め作用が発揮される。・・・
【０００９】・・・ローラ本体の表面のチタニア被膜の光触媒作用によって
顔面やその他の皮膚面の有機物による汚れや細菌が分解除去されて皮膚の老
化が抑制され、併せて皺や弛みを引き締めて活き活きとした美しい皮膚を保
つことが可能になるという効果が奏される。・・・
【００１２】・・・そのチタン粉体が大気中の酸素と反応して酸化されるこ
とによってチタン製主部の表面にチタニア被膜を生成するという性質を利用
することによって作られている。・・・したがって、このローラ本体３に備
わっているチタニア被膜は、その表面から内側に入るに従って酸素がわずか
に欠乏気味となる酸素欠乏傾斜構造といわれる構造を呈し、この酸素欠乏傾
斜構造が光触媒反応において紫外線に対してのみでなく、可視光線、赤外
線、電波、Ｘ線などのあらゆる電磁波に応答して光触媒反応を起こす要因に
なると推定されている。
【００１３】
　そして、冒頭に掲げた先行例にも記載されているところから明らかなよう
に、ローラ本体３の表面のチタニア被膜は脱臭、抗菌、防汚といった分解機
能を有する光触媒として作用し、そのような光触媒作用がチタニア被膜に太



陽光や蛍光灯などの光が照射されることによって発揮される。・・・
【００１４】
　したがって、図１に示した実施形態の美容ローラの把手１を手で掴んでそ
のローラ本体３を顔面や皮膚面上のその他の箇所で軽く転動させると、チタ
ニア被膜による光触媒作用によって皮膚表面の微量の有機物でなる汚れや細
菌が分解されて水（水蒸気）と二酸化炭素とに分解または還元されて無害化
する。また、チタニア被膜による光触媒作用によって、シミや老化の原因に
なる活性酸素の働きを抑える抗酸化機能が発揮される。・・・」（以下「甲
９事項」という。）

（２）本件特許発明１について
（２－１）対比
　本件特許発明１と甲１－１発明とを対比すると、その構造または機能から
みて、甲１－１発明の「把持部３００」は、本件特許発明１の「柄」に相当
し、同様に「把持部３００の一端に導体によって形成された一対のローラ
１００，１００」は「柄の一端に導体によって形成された一対のローラ」に
相当する。
　また、本件特許発明１の「太陽電池」と甲１－１発明の「乾電池４００」
とは、「電池」という点でのみ共通し、同様に前者の「美肌ローラ」と後者
の「マッサージ器」とは、その機能からみて「肌に適用するローラ」という
点でのみ共通する。
　そうすると、両者は、
「柄と、
前記柄の一端に導体によって形成された一対のローラと、
生成された電力が前記ローラに通電される電池と、を備えた
肌に適用するローラ。」
で一致し、以下の各点で相違する。
（相違点１）
　ローラに通電される電力に関して、本件特許発明１では、「太陽電池」に
よって生成するのに対し、甲１－１発明では、「乾電池４００」によって生
成する点。
（相違点２）
　一対のローラと柄の関係に関して、本件特許発明１では、「ローラの回転
軸が、柄の長軸方向の中心線とそれぞれ鋭角に設けられ、一対のローラの回
転軸のなす角が鈍角に設けられ」ているのに対し、甲１－１発明では、
「ローラ１００，１００の回転軸である横軸部２１０が、把持部３００の中
心線とそれぞれ直角に設けられ、一対のローラ１００，１００の回転軸であ
る横軸部２１０のなす角が１８０度である」点。
（相違点３）
　肌に適用するローラが、本件特許発明１は「美肌ローラ」であるのに対
し、甲１－１発明は「マッサージ器」である点。

（２－２）判断
　以下、上記相違点について検討する。なお、事案に鑑み、相違点２から検
討する。
（２－２－１）相違点２について
ア　甲第１号証には、甲１－１発明の「一対のローラ１００，１００」につ
いて、以下の記載がある。
　上記（１－１）の摘記事項エに「ローラ１００を直流電源４００の一方の
端子４１０に接続し、把持部３００を直流電源４００の他方の端子４２０に
接続する。・・・この状態で、把持部３００を把持し、ローラ１００を皮膚
に接触させると、ローラ１００が接触している皮膚に含まれている老廃物、
例えば油分等が皮膚から浮き上がる。・・・すなわち、直流電源４００から
の数μＡ程度の微弱な電流が、直流電源４００→ローラ支持部２００→ロー
ラ１００→人間の身体→把持部本体３１０→蓋体３２０→直流電源４００の
ように流れる。この場合、ローラ１００は正に帯電し、把持部３００は負に
帯電しているので、皮膚は正に帯電する。このため、皮膚に含まれる負に帯
電した油分が皮膚から浮き上がるのである。・・・また、ゲルマニウムを肌
に浸透させ、血流を良くする場合には、・・・乾電池である直流電源４００
を入れ換え、ローラ１００を直流電源４００の他方の端子４２０に接続し、



把持部３００を直流電源４００の一方の端子４１０に接続する。・・・この
状態で、把持部３００を把持し、ローラ１００を皮膚に接触させると、ロー
ラ１００が接触している皮膚にゲルマニウムが浸透し、皮膚の血流が良くな
る。・・・すなわち、直流電源４００からの数μＡ程度の微弱な電流が、直
流電源４００→蓋体３２０→把持部本体３１０→人間の身体→ローラ
１００→ローラ支持部２００→直流電源４００のように流れる。この場合、
ローラ１００は負に帯電し、把持部３００は正に帯電しているので、皮膚は
負に帯電する。このため、ローラ１００のゲルマニウム薄膜１３０中のゲル

マニウム原子ＧｅがゲルマニウムイオンＧｅ４＋となってローラ１００か
ら皮膚へ浸透するのである。」と記載されている。
　上記記載によれば、甲１－１発明の「一対のローラ１００，１００」は、
（Ａ）正又は負に帯電する（導電性を有する）ものであり、（Ｂ）直流電源
４００の極性を入れ換えることで、皮膚に含まれる負に帯電した油分を皮膚
から浮き上がらせる効果と、ローラ１００が接触している皮膚にゲルマニウ
ムを浸透させ、皮膚の血流を良くする効果とを奏するものである。

イ　甲第５号証に関する容易想到性の検討
　甲５事項はマッサージ装置に関し、甲１－１発明と発明の技術分野が共通
するといえるが、甲５事項のローラは、「ショアＡ硬さ２５ないし９０のた
わみ性材料、特にエラストマー又は熱可塑性エラストマーで作」られている
ので導電性を有さない。
　一方、上記アにおいて示したとおり、その機能に鑑みると、甲１－１発明
のローラ１００，１００が導電性を有することは欠くことのできない構成で
あるので、甲第５号証に接した当業者といえども、甲１－１発明のローラ
１００，１００と回転軸である横軸部２１０の構成を、甲５事項のローラと
ローラの軸線の構成に置き換える動機付けがあるとは認められない。
　また、仮に甲１－１発明のローラ１００，１００を甲５事項のローラに置
き換えたとしても、その場合には、上記アに示したローラが帯電することに
よる作用効果が失われることは明らかであり、甲１－１発明に甲５事項の構
成を適用することには、阻害要因があると認められる。
　さらに、甲５事項では、ローラにより皮膚の転動／ひだよせの作用を働か
せ、さらに、ローラに隆起した部分を設けるのであるから、ローラと皮膚と
の接触において、上記アの（Ｂ）の作用効果が十分発揮できない状態になる
と認められ、この点においても、甲１－１発明に甲５事項の構成を適用する
ことには、阻害要因があると認められる。
　してみると、甲第５号証に接した当業者といえども、甲１－１発明におい
て、相違点２に係る本件特許発明１の構成を適用する動機付けがあるとはい
えないし、適用することに阻害要因があると認められ、上記相違点２に係る
本件特許発明１の構成を甲第１号証及び甲第５号証に記載された発明から想
到することが容易になし得たとはいえない。
　また、本件特許発明１は、上記相違点２に係る本件特許発明１の構成によ
り、上記「１　本件発明について」の「（２）本件特許発明について」のア
で示した毛穴の汚れを効率的に除去するという相乗効果を奏するものであ
り、甲第１号証及び甲第５号証に記載された発明から予測できない効果を奏
する。

ウ　甲第６号証に関する容易想到性の検討
　甲６事項は皮膚のマッサージを行う装置に関し、甲１－１発明と発明の技
術分野が共通するといえるが、甲６事項のローラは、「硬度が１５ショアＡ
ないし９０ショアＤの柔軟な材料、特にエラストマー又は熱可塑性エラスト
マーから作られ」ているので導電性を有さない。
　一方、上記アにおいて示したとおり、その機能に鑑みると、甲１－１発明
のローラ１００，１００が導電性を有することは欠くことのできない構成で
あるので、甲第６号証に接した当業者といえども、甲１－１発明のローラ
１００，１００と回転軸である横軸部２１０の構成を、甲６事項のローラと
回転軸の構成に置き換える動機付けがあるとは認められない。
　また、仮に甲１－１発明のローラ１００，１００を甲６事項のローラに置
き換えたとしても、その場合には、上記アに示したローラが帯電することに
よる作用効果が失われることは明らかであり、甲１－１発明に甲６事項の構
成を適用することには、阻害要因があると認められる。
　さらに、甲６事項では、ローラにより皮膚を押し曲げるのであるから、



ローラと皮膚との接触において、上記アの（Ｂ）の作用効果が十分発揮でき
ない状態になると認められ、この点においても、甲１－１発明に甲６事項の
構成を適用することには、阻害要因があると認められる。
　してみると、甲第６号証に接した当業者といえども、甲１－１発明におい
て、相違点２に係る本件特許発明１の構成を適用する動機付けがあるとはい
えないし、適用することに阻害要因があると認められ、上記相違点２に係る
本件特許発明１の構成を甲第１号証及び甲第６号証に記載された発明から想
到することが容易になし得たとはいえない。
　また、本件特許発明１は、上記相違点２に係る本件特許発明１の構成によ
り、上記「１　本件発明について」の「（２）本件特許発明について」アで
示した毛穴の汚れを効率的に除去するという相乗効果を奏するものであり、
甲第１号証及び甲第６号証に記載された発明から予測できない効果を奏す
る。

エ　甲第７号証の１に関する容易想到性の検討
　甲７事項はマッサージ器に関し、甲１－１発明と発明の技術分野が共通す
るといえるが、甲７事項のマッサージ器の「材質は合成樹脂材である」の
で、仮に「一対の球状物」を請求人の主張のとおり「一対のローラ」であっ
たとしても、導電性を有さない。
　一方、上記アにおいて示したとおり、その機能に鑑みると、甲１－１発明
のローラ１００，１００が導電性を有することは欠くことのできない構成で
あるので、甲第７号証の１に接した当業者といえども、甲１－１発明のロー
ラ１００，１００と回転軸である横軸部２１０の構成を、甲７事項の球状物
とＹ字状に伸びる２つの腕の構成に置き換える動機付けがあるとは認められ
ない。
　また、仮に甲１－１発明のローラ１００，１００を甲７事項の球状物に置
き換えたとしても、その場合には、上記アに示したローラが帯電することに
よる作用効果が失われることは明らかであり、甲１－１発明に甲７事項の構
成を適用することには、阻害要因があると認められる。
　さらに、甲７事項では、球状物により人体の部位を引っ張り、押して筋肉
をほぐすのであるから、球状物と皮膚との接触において、上記アの（Ｂ）の
作用効果が十分発揮できない状態になると認められ、この点においても、甲
１－１発明に甲７事項の構成を適用することには、阻害要因があると認めら
れる。
　してみると、甲第７号証の１に接した当業者といえども、甲１－１発明に
おいて、相違点２に係る本件特許発明１の構成を適用する動機付けがあると
はいえないし、適用することに阻害要因があると認められ、上記相違点２に
係る本件特許発明１の構成を甲第１号証及び甲第７号証の１に記載された発
明から想到することが容易になし得たとはいえない。
　また、本件特許発明１は、上記相違点２に係る本件特許発明１の構成によ
り、上記「１　本件発明について」の「（２）本件特許発明について」アで
示した毛穴の汚れを効率的に除去するという相乗効果を奏するものであり、
甲第１号証及び甲第７号証の１に記載された発明から予測できない効果を奏
する。

オ　甲第８号証の１に関する容易想到性の検討
　甲８事項はマッサージ器に関し、甲１－１発明と発明の技術分野が共通す
るといえるが、甲８事項のマッサージ球は、「弾性材質を有する」ものであ
るので導電性を有さない。
　一方、上記アにおいて示したとおり、その機能に鑑みると、甲１－１発明
のローラ１００，１００が導電性を有することは欠くことのできない構成で
あるので、甲第８号証の１に接した当業者といえども、甲１－１発明のロー
ラ１００，１００と回転軸である横軸部２１０の構成を、甲８事項のマッ
サージ球とＹ字状の軸ロッドの構成に置き換える動機付けがあるとは認めら
れない。
　また、仮に甲１－１発明のローラ１００，１００を甲８事項のマッサージ
球に置き換えたとしても、その場合には、上記アに示したローラが帯電する
ことによる作用効果が失われることは明らかであり、甲１－１発明に甲８事
項の構成を適用することには、阻害要因があると認められる。
　さらに、甲８事項では、マッサージ球によりマッサージ箇所の偏角挟持効
果を増進させ、さらに、マッサージ球に粒状凸起を設けるのであるから、



マッサージ球と皮膚との接触において、上記アの（Ｂ）の作用効果が十分発
揮できない状態になると認められ、この点においても、甲１－１発明に甲８
事項の構成を適用することには、阻害要因があると認められる。
　してみると、甲第８号証の１に接した当業者といえども、甲１－１発明に
おいて、相違点２に係る本件特許発明１の構成を適用する動機付けがあると
はいえないし、適用することに阻害要因があると認められ、上記相違点２に
係る本件特許発明１の構成を甲第１号証及び甲第８号証の１に記載された発
明から想到することが容易になし得たとはいえない。
　また、本件特許発明１は、上記相違点２に係る本件特許発明１の構成によ
り、上記「１　本件発明について」の「（２）本件特許発明について」アで
示した毛穴の汚れを効率的に除去するという相乗効果を奏するものであり、
甲第１号証及び甲第８号証の１に記載された発明から予測できない効果を奏
する。

　よって、上記ア～オで検討したとおり、相違点２を容易想到とすることは
できない。
　また、甲２～４事項は、太陽電池をマッサージ器や歯ブラシに適用する技
術に関し、甲９事項は、光触媒作用を有するチタニア被膜をローラ表面に設
ける技術に関し、何れの刊行物を参照しても、相違点２を容易想到とするこ
とはできない。

（２－２－２）小括
　上記（２－２－１）で検討したとおり、相違点２を容易想到とすることは
できないので、相違点１及び相違点３について検討するまでもなく、本件特
許発明１は、甲１－１発明、及び甲第１号証～甲第９号証に記載された発明
に基づいて、当業者が容易に発明をすることができたものではない。

（２－３）請求人の主張について
ア　請求人は、「通電するという目的を達するためには，ローラ支持部を二
股にするという一対のローラの形態について，一対のローラ
（１００，１００）の回転軸である横軸部（２１０）のなす角が１８０度で
なければならないとの限定は，甲第１号証には記載されておらず，実際，
ローラ支持部を二股として，２つのローラが離れて支持されていることを，
甲第１号証では想定していると言わざるを得ない。そして，ローラ支持部を
二股として，２つのローラが離れて支持されているマッサージ器に関する先
行技術として，甲５～甲８発明が存在するわけであるから，甲１発明に，甲
５～甲８発明のいずれかを適用するとする動機付けとなる記載は，甲第１号
証に存在すると言わざるを得ない。」（口頭審理陳述要領書１５頁下から９
行～１６頁１行）と主張する。
　また、「甲第１号証には，「前記ローラ支持部は二股になっており、２つ
のローラが離れて支持されている」との動機付けとなる記載が存在し，特
に，一対のローラのなす角度が１８０度でなければならないとの特別な理由
も存在せず，二股に分かれた一対の二つのローラとして，甲５～甲８発明が
存在するわけであるから，甲１発明に，甲５～甲８発明のいずれかを適用す
ることの動機付けは存在する。そして，甲５～甲８発明を甲１発明に適用す
ることについても，阻害要因は存在せず，むしろ，甲５～甲８発明における
一対のローラによる作用は，本件特許発明１における一対のローラの作用と
同一である。よって，甲１発明の乾電池を太陽電池に置き換えて，甲５～甲
８発明を適用して，本件特許発明１を発明することは，当業者にとって，容
易であると言わざるを得ない。」（口頭審理陳述要領書１７頁下から４
行～１８頁８行）と主張する。
　しかし、上記（２－２－１）のア～オで検討したとおり、甲第５号証～甲
第８号証の１に開示されたローラ等は、その構成及び作用効果において、甲
１－１発明のローラの構成（上記（２－２－１）アの条件（Ａ））及び作用
効果（上記（２－２－１）アの条件（Ｂ））と異なり、そのようなローラ等
を甲１－１発明に適用する動機付けがあるとは認められないし、適用するこ
とに阻害要因があると認められる。
　また、甲第１号証、甲第５号証～甲第８号証の１の何れにも、上記「１　
本件発明について」の「（２）本件特許発明について」のアに示した本件特
許発明１の「美肌ローラ」による「肌に押し付け、一方向に押すと肌は両脇
に引っ張られ、毛穴が開き、毛穴の奥の汚れが毛穴の開口部に向けて移動



し、他方向に引くと肌は一対のローラの間に挟み込まれ、毛穴は収縮し、毛
穴の中の汚れが押し出される」という格別な作用については、開示も示唆も
されておらず、仮に甲第５号証～甲第８号証の１における一対のローラ等の
なす角度が周知技術であったとしても、その角度を甲１－１発明の一対の
ローラのなす角度に適用した際に、「毛穴の汚れを効率的に除去できる」と
いう本件特許発明１の格別な効果を奏することは、当業者であっても予想で
きたことではない。
　よって、上記主張は採用できない。

イ　また、請求人は「本件特許発明１は，一対のローラによる毛穴の汚れの
押し出し作用と微弱電流の通電による皮膚の汚れの引き出し作用とを，単純
に組み合わせた発明として構成されていると理解する他ない。よって，本件
特許発明１は，一対のローラの構成と，微弱電流を通電させる構成とを，単
純に組み合わせた発明として理解することができ，その観点から進歩性を議
論した場合，甲１発明と甲５～甲８発明のいずれかの発明とを単純に組み合
わせることで，本件特許発明１を容易に発明することができるとも言え
る。」（口頭審理陳述要領書１８頁１４行～２１行）と主張する。
　しかし、本件特許発明１は、上記１（２）アで示したとおり、「一対の
ローラ」という構成と「太陽電池」という構成により「毛穴の汚れを効果的
に除去する」という相乗効果を奏するものであるから、上記主張は採用でき
ない。

（３）本件特許発明２について
（３－１）対比
　本件特許発明２と甲１－２発明とを対比すると、その構造または機能から
みて、甲１－２発明の「把持部３００」は、本件特許発明２の「把持部」に
相当する。
　また、本件特許発明２の「太陽電池」と甲１－２発明の「乾電池４００」
とは、「電池」という点でのみ共通し、同様に前者の「美肌ローラ」と後者
の「マッサージ器」とは、その機能からみて「肌に適用するローラ」という
点でのみ共通する。
　そうすると、両者は、
「導体によって形成された一対のローラと、
前記一対のローラを支持する把持部と、
生成された電力が前記ローラに通電される電池と、を備えた
肌に適用するローラ。」
で一致し、以下の各点で相違する。
（相違点１）
　ローラに通電される電力に関して、本件特許発明２では、「太陽電池」に
よって生成するのに対し、甲１－２発明では、「乾電池４００」によって生
成する点。
（相違点２）
　一対のローラと把持部の関係に関して、本件特許発明２では、「ローラの
回転軸が、把持部の中心線とそれぞれ鋭角に設けられ、一対のローラの回転
軸のなす角が鈍角に設けられ」ているのに対し、甲１－２発明では、「ロー
ラ１００，１００の回転軸である横軸部２１０が、把持部３００の中心線と
それぞれ直角に設けられ、一対のローラ１００，１００の回転軸である横軸
部２１０のなす角が１８０度である」点。
（相違点３）
　肌に適用するローラが、本件特許発明２は「美肌ローラ」であるのに対
し、甲１－２発明は「マッサージ器」である点。

（３－２）判断
　以下、上記相違点について検討する。なお、事案に鑑み、相違点２から検
討する。
（３－２－１）相違点２について
　甲１－２発明と甲１－１発明の違いは、「把持部３００は一対のローラ
１００，１００を支持している」か「把持部３００の一端に一対のローラ
１００，１００が形成されている」かの違いであり、甲１－２発明は、一対
のローラを形成する位置において甲１－１発明の上位概念であるといえる。



そうすると、上記「（２）本件特許発明１について」の（２－２－１）の検
討において、「甲１－１発明」を「甲１－２発明」と読み替え、同様の理由
により相違点２を容易想到とすることはできない。

（３－２－２）小括
　上記（３－２－１）のとおり、相違点２を容易想到とすることはできない
ので、相違点１及び相違点３について検討するまでもなく、本件特許発明２
は、甲１－２発明、及び甲第１号証～甲第９号証に記載された発明に基づい
て、当業者が容易に発明をすることができたものではない。

（４）本件特許発明３～５について
　本件特許発明３～５は、本件特許発明１又は本件特許発明２の構成をその
構成の一部とするものであるから、上記した「（２）本件特許発明１につい
て」及び「（３）本件特許発明２について」と同様の理由により、当業者が
容易に発明をすることができたものではない。

（５）小括
　よって、請求人の主張する理由によっては、本件特許発明１～５は当業者
が容易に発明をすることができたものとすることはできない。

３　無効理由２について
（１）本件特許発明６及び７について
　本件特許発明６及び７は、本件特許発明１～５の構成をその構成の一部と
するものであるから、上記「２　無効理由１について」において検討したの
と同様の理由により、当業者が容易に発明をすることができたものではな
い。

（２）小括
　よって、請求人の主張する理由によっては、本件特許発明６及び７は当業
者が容易に発明をすることができたものとすることはできない。

第５　まとめ
　以上のとおりであるから、請求人の主張する無効理由１、無効理由２及び
提出した証拠方法によっては本件特許発明１～７についての特許を無効にす
ることはできない。
　審判に関する費用については、特許法第１６９条第２項の規定で準用する
民事訴訟法第６１条の規定により、請求人らが負担すべきものとする。
　よって、結論のとおり審決する。

平成２９年　４月１８日

　　審判長　　特許庁審判官 山口 直
特許庁審判官 橘 均憲
特許庁審判官 平瀬 知明

（行政事件訴訟法第４６条に基づく教示）　　　　　　　　　　　　　　　
　この審決に対する訴えは、この審決の謄本の送達があった日から３０日
（附加期間がある場合は、その日数を附加します。）以内に、この審決に係
る相手方当事者を被告として、提起することができます。

〔審決分類〕Ｐ１１１３．１２１－Ｙ　　（Ａ４５Ｄ）

審判長　　　特許庁審判官 山口　直 8510



　　　　　　特許庁審判官 平瀬　知明 9237
　　　　　　特許庁審判官 橘　均憲 3045


